「情報共有システム操作講習会＿電子納品編」カリキュラム

＜概要＞　情報共有システムとは「受発注者が同一のシステムで工事の情報を共有し、電子納品の作業までを含め工事管理業務の効率化を図るもの」であり、着手から施工管理、完成まで発注者・受注者の決裁も含めてインターネット上で行うことが可能となります。
　本講習会では、石川県発注工事を例に情報共有システムで行った決裁済み文書データを使用して、電子納品成果品作成までの一連の操作を実体験して頂きます。
【カリキュラム内容】

	内　容

	9：00～12：30

Ⅰ　石川県電子納品ガイドラインについて
Ⅱ　～受注者担当者　電子納品編～
　　　〈準備段階〉
　　　情報共有システムと電子納品
　　　i-b電子納品支援ツールのインストール　
　　　〈電子納品データ作成〉

i-b電子納品支援ツールを使用しての工事完成写真、完成図面の整理
情報共有システムからの帳票データインポート
〈電子納品成果ＣＤの作成〉
　　　電子納品支援ツールを使用しての成果ＣＤの作成

　　　電子納品データチェックシステムについて


